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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期
第１四半期
連結累計期間

第33期
第１四半期
連結累計期間

第32期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 644,060 699,5473,150,161

経常利益又は経常損失(△)（千円） △1,440 △7,170 299,638

四半期(当期)純利益又は四半期純損

失(△)（千円）
3,824 △5,963 308,752

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△12,454 15,369 360,813

純資産額（千円） 1,171,7001,664,9841,544,955

総資産額（千円） 1,990,8852,591,1282,583,071

１株当たり四半期(当期)純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額

(△)（円）

0.80 △1.16 64.41

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 58.3 63.7 59.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第32期第１四半期連結累計期間及び第32期の潜在株式調整後１株当たり当期及び四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。第33期第１四半期連結累計

期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額が計上されて

いるため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1)業績

①業績の概要

　事業は第１四半期より下期に向け上昇して行く傾向があり、特に国内事業は顧客の予算編成時期、実施時期が明

解に出ます。事業は順調に増収となりましたが、人員増強、研究開発等固定費及び原価関連が先行し、当期は増収

減益のスタートとなりました。

  日本経済新聞社との資本提携も４月５日に第三者割当増資等（15％）が終了し、業務提携等の実務の展開に

入っております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における連結業績は、売上高６億９千９百万円（対前年同期比8.6％増）、

営業損失１千８百万円（前第１四半期連結累計期間は１千２百万円の営業利益）、経常損失７百万円（対前年同

期比397.9％増）となっております。また四半期純損失は５百万円（前第１四半期連結累計期間は３百万円の四

半期純利益）となりました。

②セグメントの業績は、次のとおりであります。

(イ) 国内

　大口取引先である自動車、金融業界からの継続案件は順調に推移、新規案件は予算編成時期にあり、固定費が

先行し営業損失となりました。

  この結果、売上高２億６千８百万円（対前年同期比0.9％減）、営業損失４千４百万円（対前年同期比

26.8％増）となりました。

(ロ) 北米

　前期の好業績を受け、人員増強を計っております。既存顧客からのライセンスビジネスは順調、新規大型案件

の獲得に向け営業活動を強化しております。当期は固定費が先行し営業損失となりました。

  この結果、売上高３億７千３百万円（対前年同期比15.5％増）、営業損失３百万円（前第１四半期連結累計

期間は２千１百万円の営業利益）となりました。

(ハ) 欧州

　イギリス、フランスともに昨年度の大型案件が終了したものの、新規顧客からの受注分でカバーし増収とな

りました。

  この結果、売上高１億３百万円（対前年同期比13.9％増）、営業利益１千１百万円（対前年同期比2.1％

減）となりました。

(ニ) 中国

　継続的な案件創出に注力した結果、既存のグローバル顧客に加え、現地の新規顧客からの受注が拡大し、増収

増益となりました。

　この結果、売上高６千９百万円（対前年同期比50.1％増）、営業利益２千１百万円（対前年同期比94.5％

増）となりました。

(ホ) アジア・パシフィック

　アジア地区はエージェントからの収入が増加したものの、オーストラリア、インドともに既顧客の案件が延

期または減少したことにより、減収減益となりました。

　この結果、売上高３千万円（対前年同期比9.1％減）、営業損失５百万円（前第１四半期連結累計期間は２百

万円の営業利益）となりました。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の金額は26,259千円となっております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,230,720

計 17,230,720

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,154,580 5,154,580

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 5,154,580 5,154,580 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月５日

（注）　
360,9005,154,58052,330 722,698 52,330 557,452

（注）　有償第三者割当

発行価格　　　　290円

資本組入額　　　145円

割当先　　株式会社日本経済新聞社

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成25年３月31日現在
区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,790,200 47,902 －

単元未満株式 普通株式     3,180 － －

発行済株式総数 4,793,680 － －

総株主の議決権 － 47,902 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、200株（議決権の数２個）含まれてお

ります。

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

ウィルソン・ラーニング

ワールドワイド株式会社

東京都港区六本木１丁

目１０－６
300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,287,019 1,349,866

受取手形及び売掛金 539,946 482,664

たな卸資産 31,726 39,713

繰延税金資産 35,268 36,971

その他 45,559 63,727

貸倒引当金 △29,261 △29,929

流動資産合計 1,910,257 1,943,012

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 136,535 134,800

工具、器具及び備品（純額） 24,110 24,086

土地 60,725 60,725

リース資産（純額） 16,548 17,503

有形固定資産合計 237,918 237,114

無形固定資産

ソフトウエア 4,935 4,092

リース資産 13,197 10,772

その他 785 785

無形固定資産合計 18,918 15,649

投資その他の資産

投資有価証券 192,025 172,807

長期前払費用 105,205 105,203

敷金及び保証金 100,946 98,484

長期貸付金 17,384 17,671

繰延税金資産 433 483

その他 33,045 33,765

貸倒引当金 △33,060 △33,060

投資その他の資産合計 415,978 395,353

固定資産合計 672,814 648,116

資産合計 2,583,071 2,591,128
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 133,482 113,826

短期借入金 150,000 150,000

1年内返済予定の長期借入金 58,332 61,110

未払金 10,702 11,259

未払消費税等 16,705 10,180

リース債務 17,066 17,168

未払法人税等 8,442 5,267

賞与引当金 30,192 14,449

役員賞与引当金 － 3,339

繰延税金負債 664 －

未払費用 173,711 164,619

前受金 194,211 139,969

その他 19,569 25,144

流動負債合計 813,076 716,330

固定負債

長期借入金 91,668 77,085

リース債務 16,425 14,653

資産除去債務 49,153 49,739

繰延税金負債 52,783 52,616

退職給付引当金 5,082 4,952

その他 9,929 10,769

固定負債合計 225,040 209,814

負債合計 1,038,116 926,144

純資産の部

株主資本

資本金 670,368 722,698

資本剰余金 505,122 557,452

利益剰余金 161,266 155,303

自己株式 △156 △156

株主資本合計 1,336,600 1,435,297

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,337 3,337

為替換算調整勘定 191,235 211,865

その他の包括利益累計額合計 194,572 215,202

少数株主持分 13,783 14,485

純資産合計 1,544,955 1,664,984

負債純資産合計 2,583,071 2,591,128
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 644,060 699,547

売上原価 207,438 236,925

売上総利益 436,622 462,622

販売費及び一般管理費 423,739 480,845

営業利益又は営業損失（△） 12,883 △18,223

営業外収益

受取利息 477 379

受取使用料 3,000 3,000

為替差益 － 10,890

持分法による投資利益 1,725 －

賃貸料収入 222 338

雑収入 2,154 862

営業外収益合計 7,578 15,469

営業外費用

支払利息 1,115 1,562

為替差損 18,206 －

持分法による投資損失 － 894

減価償却費 2,058 319

賃貸収入原価 222 338

雑損失 300 1,303

営業外費用合計 21,901 4,416

経常損失（△） △1,440 △7,170

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,531

受取和解金 － 5,238

新株予約権戻入益 4,620 －

特別利益合計 4,620 6,770

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

3,180 △400

法人税、住民税及び事業税 3,267 5,719

法人税等調整額 △1,452 △858

法人税等合計 1,815 4,861

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,365 △5,261

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,459 702

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,824 △5,963
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,365 △5,261

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △12,951 20,630

持分法適用会社に対する持分相当額 △868 －

その他の包括利益合計 △13,819 20,630

四半期包括利益 △12,454 15,369

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △9,995 14,667

少数株主に係る四半期包括利益 △2,459 702
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 12,961千円 10,922千円

　

（株主資本等関係）

　当社は、平成25年４月５日付で、株式会社日本経済新聞社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、

当第１四半期連結累計期間において、資本金及び資本準備金がそれぞれ52,330千円増加し、当第１四半期連結累計

会計期間末において資本金が722,698千円、資本準備金が557,452千円となっております。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　 国内 北米 欧州 中国
アジア・パシ
フィック

合計

売上高

　

　外部顧客への売上高

　

　セグメント間の内部売

上高又は振替高

　

223,347

　

47,246

　

271,347

 

51,991

　

78,098

　

12,482

　

42,962

　

3,366

　

28,306

　

5,409

　

644,060

　

120,494

計 270,593323,33890,580 46,328 33,715764,554

セグメント利益又は損

失（△）
△35,325 21,940 11,663 11,256 2,001 11,535

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 11,535

セグメント間取引消去 1,348

四半期連結損益計算書の営業利益 12,883
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　 国内 北米 欧州 中国
アジア・パシ
フィック

合計

売上高

　

　外部顧客への売上高

　

　セグメント間の内部売

上高又は振替高

　

219,832

　

48,249

　

305,433

 

68,119

　

85,849

　

17,322

　

58,884

　

10,638

　

29,549

　

1,114

　

699,547

　

145,442

計 268,081373,552103,17169,522 30,663844,989

セグメント利益又は損

失（△）
△44,787△3,315 11,420 21,892△5,960△20,750

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △20,750

セグメント間取引消去 2,527

四半期連結損益計算書の営業損失 △18,223

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額(△)
0円80銭 △1円16銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)

（千円）
3,824 △5,963

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額(△)（千円）
3,824 △5,963

普通株式の期中平均株式数（株） 4,793,407 5,138,351

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額が計上されているため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月７日

ウィルソン・ラーニング ワールドワイド株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅野　俊治　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗原　幸夫　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウィルソン・ラー

ニング ワールドワイド株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ウィルソン・ラーニング ワールドワイド株式会社及び連結子会社の

平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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